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【緒言】金材料は、耐食性や電気伝導性、化学安定性に優れ、また高密度（d = 19.3 g/cm3）である

ため、MEMS (micro-electro-mechanical-systems) 加速度センサへの応用が近年注目されている。高

密度な金材料の利用により、熱運動に由来するブラウニアンノイズが抑制可能であり、既存のシ

リコン製 MEMS 加速度センサよりも小型で高感度化な加速度センサの開発が期待できる[1]。一

方で、金材料の機械強度はシリコン材料に一般に劣るため[2,3]、MEMS 加速度センサの動作信頼性

という観点から、金材料の長期構造安定性の評価が必要である。そこで本研究では、形状の異な

る様々な Ti/Au 積層構造を有すマイクロスケールのカンチレバーを作製し、長期振動試験を行う

ことで、カンチレバーの形状と長期構造安定性の関係解明を目的に研究を行った。 

【実験項】Ti/Au 積層構造は Fig. 1 に示すように、単層型三種、二層型二種、三層型の計六種類

設計した。幅 (w [μm] = 8、9、10、11、12、13、15、20)、長さ (l [μm] = 200、400、600、800、1000)、

Ti/Au 積層構造の異なるカンチレバー計 240 本を作製し、周波数 10 Hz、加速度 1 G の条件で、

103–107 回の振動試験を行った。3D 光学顕微鏡 (OM) を用いてカンチレバー先端の基板からの高

さを測定し、振動試験前後における高さ変化量から構造安定性を評価した。 

【結果・考察】同一の長さと積層構造を有するカンチレバーの振動試験を行った結果、構造安定

性に対する幅の影響は確認できなかった。そこで、各幅の計測結果の平均値を用いて、構造安定

性に対する長さあるいは積層構造の影響を調査した。その結果、カンチレバー長が長いほど振動

試験前後での変形が大きいことが分かった。また、Ti/Au 積層構造の多層化により、振動試験に伴

う変形を抑制可能なことも見出した。以上より、

Ti/Au 積層構造を有するカンチレバーの構造安

定性向上には、多層化およびカンチレバー長の

縮小が重要であることを見出した。 
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Fig. 1. Design of Ti/Au multilayered cantilevers. 
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